
 

2025年度活動概要     ライティング研究会 

 

ライティング研究会は 2024 年度をもって、それまで活動の中心を担っていただいていた

木村友保先生（名古屋外国語大学名誉教授）が引退され、代表を佐藤雄大が新しく引き継

ぐこととなった。ただ、諸事情が重なりずっと研究会を開催することができず、年度末に

なってようやく 2 回研究会を開催したので、2025 年度の活動は 2026年度の活動に向けて

の計画作りにあてることとしました。現在の 4名がそれぞれの異なった環境（佐藤：英語

教育専攻・大学院 TESOLプログラム、柴田：教員養成、溝口：英米語学科教養英語、湯浅：

高校英語教育）で英語教育にあたっているので、その現場で考えた内容を 2026 年度は研

究の対象にしていきたいという方向性となった。 

もう一つ教育実践研究を考える上で、大きな枠組みとして現在の教育指導要領でも大きく

依拠している CEFR の Reception, Production, Interaction, Mediationという視点でラ

イティング教育を捉えていることも重要である認識も共有した。特にまだ日本の英語教育

ではあまり研究が進められていない「Mediation（仲介）」をライティング教育としてど

う捉え、実践として考えていくかも 2026年度の課題として確認した。 

 


